
署2 労 働 だlめの佐野リ ー 夕 潮 /

主 催 特定非営利 活動法人イ コ ー ル ネ ッ ト仙台

共 催 せんだい女 性防災リ ー ダ ー ネ ッ トワ ー

ク

.宥β ネス
■

慮彪か発生 レ 丁 β 年カモ題 ぎま しノだ｡ 庄屋呈
■

膠 の劇腰腰 .紡が言わわ 岳中 ､ き.炒虜 でぼ

彪一邸 の 腰 り腰み カ 勧 `= 庁わ乃 てい ま すこ 好`= ､ 今厨の 屠邸 でぼ ､ 傲 好に
■

身鱈 の 粛点か必 要

であ岳 こ とカ年J わ調 丁ぁ
ー

ク､ 臓 好に
■

戯
■

ク超釘史プ瞥 リ ー タ
ー

ー の 房 露ぼ 不 す欠 ぞ す｡

ぞ こ で. 併年度`= 磨き ､ 鼻 2 メ労 使≠瞥の ノだ(めの彪二好 リ
ー タ

】

一

意 撒 / あ衛訝 しますこ すで

ノr ′綴喜 ぽ ､ 多一紗虜 で男心l に 屠蓼 を屠膠 レ アい ま す

屠好に
■

｣ 汐ク厨6 1謬戯
,
の `万屋 史好ノだ多 の 参加 を`お好 古 レ 丁 いま 前

会 場 : エ ル ･ ソ ー ラ仙台 大研修 室 ( ア エ ル ピル 2 8 階)

開 催 日 時 内 容 / 講 師

(D
5 月 2 7 日 ( 火) 防災 ･ 復興 と男女 共 同参 画

1 3 : 3 0 ～ 1 6 : 0 0 浅 野富 美 枝 ( 宮城 学院女 子 大 学 教授)

②
6 月 1 0 日 ( 火) 仙台 市地域防 災計画 を知 ろ う

1 3 :3 0 ′､ 一 1 6 : 0 0 仙 台市

③
6 月 2 4 日 ( 火) 竃災 で 何か起 きて い る か D > と 児童虐 待

1 3 :3 0 ′ - 1 6 : 0 0 八幡悦 子 ( 特定 非営利 活 動 法人 ハ ー テ ィ 仙 台 代表 理 事)

④
7 月 1 日 ( 火)

1 3 : 3 0 ～ 1 6 ニ0 0

大喪災 か らみ る 障が い 壱の 生 活 とその 支援

鴻野 み ら 子(障害者相談 支 援 員/ ｢ 女 性 の ため の 防災リ
ー ダ

責成 講座｣ 1 期生)

⑤
7 月 2 2 日 ( 火)

1 3 :3 0 ′ 〉 1 6 二0 0

｢ 災害 時 ､ こ ん な時の 対応 は ･ ･ ｣ ワ ー ク シ ョ ッ プ

浅野 幸 子 ( 減 災 と男女 共 同参画 研 修推 進 セ ン タ ー 共 同代 表/

早 稲 田大 学地 域社 会 と危機管理 研究 所 招 聴 研 究員)

( 1 ) 募集 に つ い て

○定 員 : 仙 台市 内居住 の女 性 3 0 名

( 定 員に な り 次第締切 り ます)

仙 台市 外居住 の 女性 若 干 名

○地域 で 防災活動 に 取 り組 む意欲 の あ る女 性

○講座 に 全回 参加 で き る方 ｡

○事前 に ､ 詳細 に つ い て 説 明を 受 け て い た だきます ｡

受講希 望の 方は 以 下 まで ご連 絡 < ださい ｡

説明 を受け て い た だ < 日 程に つ い て は ､ ご相 談 させ て い た だ きま す ｡

( 2 ) 参加費 : 無 料

( 3 ) 申込み ･ 問合せ

T E ｣ ･ F A X O 2 2 - 7 9 6 - 6 5 1 5

･ F A X で 申込 み の 場 合 は ､ 裏面 の 用 紙 を お 使 い < だ さ い ｡

･ 電話 の 場 合は ( 毎 週 火 ･ 木 ･ 金 1 0 : 0 0 ′ 〉 1 6 :0 0 )
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ルネット仙台 は ､ 男 文 平等社 会をめ ざし､ 伝 え ･ 広 め ･ 提 案します｡
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